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 1）  大阪国際児童文学館編『日本児童文学大事典 第二巻』、大
日本図書、1993年、369頁。


















 5）  弘田龍太郎「よく歌われる私の曲 −靴が鳴る−」『教育音楽』
10月号、1950年、68頁。
 6）  弘田龍太郎『作曲の初歩』、岩本書店、1936年、序。
 7）  前掲書5、68頁。
 8）  金田一春彦『童謡・唱歌の世界』、主婦の友社、1978年、
182−187頁



























19）  日本放送協會編『ラヂオ年鑑 昭和16年版』、日本放送出版
協會、1941年、130頁。
20）  筆者は海沼実氏よりこの記録表の複写を頂いた。
21）  時局の影響により「子供の時間」は「小国民の時間」（昭
和16年4月〜）、さらに「仲良しクラブ」（昭和20年12月〜）
と番組名を変えた。同様に、「幼児の時間」も「戦時保育
所の時間」（昭和18年11月〜）へ、「小学生の時間」は「国
民学校○年生」（昭和16年4月〜）へと名称を変えた。
22）  「リズム遊び」に出演していたのは、後年弘田の長女夫婦と
ともに設立した幼稚園の園児たちで、他に出演する子ども
たちとは比較にならぬ程、歌やリズム楽器の合奏が確かだ
ったことを驚かれたそうである（藤田復生『美しく生きる 
真に生きる』、光村教育図書、1996年、214頁参照）。
23）  藤田妙子『私の幼児教育』、岩波ブックサービスセンター、
1987年。
24）  前掲書22、4頁。
25）  前掲書22、3頁。
26）  前掲書22、9頁。
27）  前掲書22、26-27頁。
28）  前掲書22、12−22頁参照。
29）  その後、江口隆哉、宮操子、邦正美などの舞踊家がここで
学んだ。
30）  幕間劇を表すパントミム（Pantomime）のことと思われる。
31）  前掲書22、12頁。
32）  園名の由来について、「ゆかり」とは「ゆかりの花」、すな
わち「藤の花」を指すことから、「藤田」の「藤」を意味し、
また「文化をもっての日本の再建は、幼児期から」との構
想から「ゆかり文化幼稚園」と命名された（前掲書21、は
じめに、および196頁）。
33）  前掲書21、205頁。
34）  前掲書22、44−45頁。
35）  前掲書22、49頁。
36）  前掲書22、108頁。
37）  前掲書21、208頁。
